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家畜に於ける脳軟化症に闘する病理組織率的研究

山極三良IS ・田島正典

(北海道大王争農繕部比較病理事教室主任 [11仮設授〉

Neuro.histologische Studie uber die Encephalomalacia bei Haustieren. 

SABURO YAMAGIWA und MASANORI TA.Ji:MA. 

(Aus dem verglaichenden Pathologis巴:henInstitut der tierarztlichen Abteilung 
von der !andwirtschaftlichen Faku!tat der Hokkaido Universitat zu Sapporo. 

Dir. Prof. Dr. S. Yamagiwa). 

I 緒 言

中幅ili~\経系統に沿いて，同所性機能性血行問:

砕を護生要約とする所511血管悶 F!l性限，，~*を基礎

的経化とする約は，人時界に沿いては:/j主近，研究

方法の進歩'と，観察例童文の累加とに相候って若し

くその教を加えるに到った。

今その主要なものを翠げれば蹴痢1〉，E〉J〉，一円安

化決議中毒症4)，5)，ペモルヒウム中毒症11〉，百日陵

f<R翠12)，13)， VuGT氏病1巧子胸1円疫痢町，蛇び、に

二硫化茨来18〉，インシュリン町J円青酸21〉，ー酸化

茨素担〉，電気刺戟町子.S;による賓験的広壁性疾患、等

がとれに屈する。

Jis'5，¥¥の如く，とれ等疾患の或るものは，曾て

は PathoklisenlehreVuGTSによりその誕生機序を

説明せられたのであるが，その後 SPIELMEYER及

び、その早抵の民範にわたる系統的研究によって，

純形態率的立場よりY;;j所性機能性血行障碍設が提

唱せられるに及び，今日とれ守:の病に沿ける腕髄

限時mの的主!Il成因として多くの支持左交けるに到
った。わが闘に沿いては，との粧疾患に闘し特に

和気2りにようて精細な綜詑がi試みられている。

獣欝文献に沿いては，従来かかる脳病鑓に閲

する記載は殆んど見られなかったが， 1937年，著

者・の 1 入(山樹戸めは元渦甘H~~安締1羊改良場に多護

した細羊の脳軟化症に闘して荊現・撃的研究を行い

それが病王1][費生的に機能性血行障碍に基悶するも

のであるととを明かにした。

その後，私共は北海道で制i三r-"2 OI]，馬1例に

類似i.)!i員約鑓を観察した。 gpち，かかる病は思k欝理主

分野に1ないても意義を有するほ勿論，比較病玉県串

的にも樹めて貴:<f!:なfìi~例で、あると考えられるので

その後，検索を格わり，未設去のままに建されて

いた満洲例と共に一括報台する弐第で、ある。

E 研究材料及び研究方法

研究材料は Tabelle1.に掲げるように緬羊満

別例25例， 北海道例21Ji1]及び馬北海道例1例よ

りなる。

満洲例は元十L社本特興安緬羊改良場にJないて

1937年2月7日初設以来，毎日或は隔日に童文到宛

殻生し，同年4月8日絡娘、に至るまでに護生組、童文

83 îf~，全羊惜の約 14% が限忠した。忠、高は主主病

営初より去示の如き特徴あるi/iIP経症欣を主徴とし

て絞過し， 多くは 2-6日日に鑓死した。 2歳よ

り9歳に至る各種年齢のものに殻生したが，特に

2歳羊;泣て五、に妊娠羊に多哉の傾向が認占うられた。

北海迅・例のうち，組i羊2例は営地に必ける日

本脳炎の流行と年を同じくして殻生し，馬の症例

はその護生時期が日本脳炎流行期!に一致し，且つ

その症JiJ~が該病に極めて近似のものであったため

臨床診断に沿いては共に日本脳炎疑症とされた。

それ故上速のように外観上疫j伏流行を呈して，或

る種の体染性疾忠を多分に疑われたi繭ザH例と共に
ウイ{ルス撃的立主び、に細菌壊的検索が試みられた

のであるが，それと字。質験は総て陰性l'1こ粍った。
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TabelIe 1. Ubersicht d白runtersuchten Materialien. 

Tierart I…s Ort des |いer|untersuchten 
Ausbruchs Ausbruchs Falle 

1937 
肱 n…(Feb. -April) 

25 

S巴haf
1948 

Hokkaido， (Sep. und 2 
Dez.) Japan 

Pferd 1949 Hokkaido， 
(Juli) Japan 

検索例は死或は殺後，可及的速かに'~IJ検し，

採IHしたnw仔槌はUJ:ちにアルコ{ル及びホルマリ
ン液に，他の，i告内臓器は線、てホルマリン液を以て

同定した。

mヰ脊髄よりは弘例格脳去各業，糾JIJd札 Imm弘
中 1Ii奇 m~ì1需，延髄，小Hiミ及び背槌各部を合む切)干

に封して NrSSL氏法染色を施し，1lIに必要に!位:

じてヘマトキシリン・エオジン草染色法， BIELS-

CHOWSKV氏鍍銀法， Sl'lELMEYER氏杭鞘染色訟，

HOLZER氏神経グリブ'染色法， HERXlIETMER氏

シヤールラッハ染色法を泊)Jjした。

消内臓器よりはパラフイン包担，ヘマトキシ

リン・エオジン草染色根本在製して検‘した。

目研究成績

1.諸内臓器の饗化

A. 制i二下昂~191j

i繭百十|例抗ぴに北海道例共にむ例に必殻する特
徴的礎化は見られや，剖検によっては比較的自頻

度ーに肝臓の古色調の聞きとと，f'J腸のカクール性

強化斤臓の硬度減少を認め，稀にカタールヂtJliIi

炎，イヒ股l主淋巴腺炎及び寄生品事Ji岱iを観察し符た

に過ぎない。

組織接的には殆んど持例に肝臓の脂肪沈着を

認めた他，ネフローゼ註びに腎，牌及び防li腕等の

管血をj亘々 みた。

B. .I，~&症例

肉11民的には肝臓の都度のIl軍大，円のift揚，カ
クール性腸炎，杢身1H、巴むiiの来日度の臨ん批ぴに心

内111，日UJ脱及び!拡z脱Wi~下の出血等が視察された。

各臓器の組織撃的所見は多彩で、あるが，それ

Klinisches 

:I)el?ression， ~巴hwankender GanFgi，ebAeprpI0e1 titlMosoigrtkaeliitta， t 
Beriommenheit， Otisthotonus， Fieberlos， 
100μ-ig. 

Asttraaxmiep ，Depmrelt sSdioeny ，ZahnknirS巴herl-Nied1伶0r0lμeg-eigrl.，dann 
eln mit den Beinen， Mortalitat 

DZaehpnrkenssiirosnch，S巴hwankeTIderGang，A!lnp.petit105Figikeebletr ， 
en， Hinlegen， Strampelri，-Ohne Fieber， 

Exitus letalis. 

を一貫して体染性貧血性の諸鑓化が前去に立って

いる。肝臓Ni'J!は侍染性貧血の所謂抵抗型 (~U極)

~6) のヰ.ÿ.1j{1 をJ~えるもので、あった。

2.中植神経系統の饗化

A. 肉nH的鑓化
制II平打i二例に沿いては，脳脊ji患の護育は何れも

守JソAi'であり形，大さに特に記すべき縫般をみない

が，同の抗例では耐午球後頭葉内側凶jにたいて封

布í}H'~の fïl:tftK ， 異常 Ili \lI(~((Druckwulst DEXL日{S)

の形成があり，それに接する川li:体は軽度に後j;

rc:: JLV~排されていたQ

制羊立fLび、 i乞民を通じ例外なしに，軟m~1 1ß~血管

は血液を以て正:1度に充盈拡張を示した。

ßik1背路割i白iには!豆々微小血貼を1\~>ì!.したが，

fnJ底にも限J~]-~1は認められない。各町立宇:の形態，

院さ， IJI号室壁の性:U(，HiAFi庁il主液の景:及び、透明度等

に著謎をみない。

B. 組織率的援化

会検索例のnmtt這に認められた:;;¥;本的経化は，
質的には一服相通夕、るととろのiJirl味11品IJ織の限JCitl:

壊死であるが，その量的分布主主びにそれに封する

崩壊，清描及び修復過程は樹めて多様多態であっ

て到底一律には論ぜられない。然し11M々 のがHi!は

夫々の病縫杭度に!広じて，不完全主主死第1朗及び、

みiC2英n主主びに完全壊死に函)JIJするととが出来る。
勿論， とれP55各晃11の1mには粒々なる程度の移行像

があり，且つ各'lfl~例は犬 k杭度を異にする幾つか

の病巣をfJi:わせず{するため， ~最'併に類別するとと

は困難で、あるが，ととには紙陥の防j係上，制羊症

例に就ては杢抗例の例別記J!去を誕生け，上記病控脱

皮匝分に従って夫々代表的なもの各1iYljの所・見を



J1f械，間島ー一家若手に於ける脳軟化症に闘する病理組織準的研究 147 

記故し全検索例所見に闘しでは次官IJltC沿いて概

括的に述べることとする o

a.純l羊症例

i)不完全壊死角iO期例(Abb.1， 2， 3). 

湖11'1'1例動物番披 4052，571， 269， 2529， 112， 

北海道例剖検呑~ 2664の6例はやjれも不完全壊

死中，比較的新鮮な病巣のみを有するを以て本Wl

例に屈せしめた。

湖世H例動物脊琉4052，♀， 11凌，紫死，経過

1日o

病巣は専ら絡m奇套凸而位ぴに内側同[皮質に限
局し，前頭葉にヰないてその設現扶も顕著で、ある。

{同々 の[iiJ持では蹴ね問料]買部或は脚部に位置し，

}之氏の去厨乃至中厨を位すものが多い。 病巣は

NI日SLl'象に沿いて，内日14或は弱鏑)c1Ji見守;をにより不

正十)'Hn¥の小槌色経化及として認められるもの多く

稀に第3貯を中心として線欣乃至1iXJ長JfJ(を予ーする
(Abb. nその限界l主*内に認められる経性'1ill¥経細
胞の多寡，枕落の程度に肱tて常にIザj瞭で・はない。

話111杭*iIl胞は胞休狭長友三角形を長するもの多

く，原形12は均坑に淡染し，板は萎小i畏染すると

共に胞休恭氏部に*引なするものが多い。又，凪々

杉;壁j~~染，板崩壊に陥るものをみる。病巣)，司法部

にては胞休及び突起に多数の暗青色或はjfT禍色の

批判H~lfi1i，i:H)\或は盤投!lJ\物が沈着し，所，j目 Inkrusta­

tionの像を呈するものがある。 gpち，一見内の示111経

細胞の大部分は典型的な乏血性細胞礎化像を虫ず

る。なj忌病巣法縁部には T、HSSLのJfi:1.汚細胞礎化及

び念性!陪脹に[f(Iれるものも見られる。

;1ill¥杭jl琴細胞は平静を保ち，病巣内では時に核

i蹴~(j，核壁濃染を示すo m~1幹及び刀、m~1に於ては，

急性臨脹{象を3.するi[itll経細胞がj瓜:¥1:散在性に少数

観察されたに過ぎ主主い。

血管は何れも正!j度に充盈鏑張し， 45に病巣該
首部軟)J両院血管に著しい。巣内志向血管壁細胞には

僅かに臆大を示すものがある。

大部分の病巣に沿いて好中球の疎意禰?U!'l士遊

走が注日された (Abb.3)。

ii)不完全壊死第 2JtJj例(Abh.4， 5， 6). 

本県!例には渦百十|例動物希硫 2545，2546， 2s30， 

2638， 526， 1418， 2610， 2541， 203， 2570， 2491， 

293， 502， 207， 246， 306， 231，北海道例i~-Il検番

蹴 2700の 18例が屈する。とれ守;症例は不完全壊

死中，的鑓杭度が可なり進み著しき混合!理貿中佐

葉性的動型崩壊の詮明せられたものでるる。然し

とれ(:9;の1lE例に沿いても所々に不完全壊死第1期

に相設する新鮮病巣の介在が認められる。

浦洲例動物帯披 293，O， 2歳，殺，経過 6日。

移脳安に3ないては各葉に病巣あり，凸商脳同

特に怖に高度でるるが，底面にも少数のJ)E欣一党が

見られる。 1f1.1々の病*の性!iたには著しき逗庭がb
る。印私帯JlïJ持及び、p見.英等一般に~p球底面から

内外側国i下部にわたる皮質に見られるものは，神

経寛賞の鑓性壊死に封して組織反応脱して較微な

ため槌色縫化巣として認められるもの多く，一方，

凸両各業ーに沿ける病巣は一般に病鑓税度の進んだ

もの多く，日参質中佐葉性組織反l庄の高度な護現を

wぃ却って細胞刺詐i!.主限局混として認められるも
のもある。頭頂葉に公ける H尚 [iiJi\l事は各 Jをその [iìJ~[年

谷部を除き金夫に病巣あり， J之町は者:しく幅をi成

t，排築f象は高度に高Lれる。分子厳にはオノレテ{

ガ・グリアと共にカハール・グリアの繁前詳しく

!亘々グリアラ{ゼンを形成し，肥』下型となるもの

も散見される。該部脳表面は凹凸不規則に~文縮し

軟III主脱は核の腕大llil形化を呈する線維芽細胞に官

み，少数の淋巴球浸潤をみる。 HOLZER氏)[[111経グ

Fア染色標本についてみるに，かかる部位に沿い

てもi[1111経!l到来事ill;の増硫は明かで‘はない。巣内部に

ては著しく神経制胞稀t'rJtを呈し， J;lil縁部には定型
的乏血性細胞礎化に陥るもの多数をみる他， NISSL 

Jf(l耽:iA胞礎化及びJ2:性腫脹{象を呈するものを混在

する。

脂肪頼粒細胞は皮託金厨を位す病巣にては主

として!iL内外縁に織年十iltC集践し，該部にむいては

車m血管の肥大増生も亦旺盛で・ある。線j伏jう至恨股
献をJEする病巣は多くの場合，皮'l'iJ(~3居中心性

に護現する傾向が窺われるo

髄粁j標本に沿いては， NISSL f象に沿ける各病

巣に一致して限界按然たる髄草fi脱落巣を現わす

(Abb. 9， 10)。

アンモン角にては背腹r~~端に沿いて，錐休細

胞帯は絡杭及び所前抵抗帯部の一部の錐体制H胞を
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残して帰んど全くI主列目lt落し，歯肌筋，ji'(j~乙沿いて

もi向11経前!I胞の脱落により前H胞の稀薄と狭小化が認

められる。

fJLlJi:休後丘，叫fr:内側桜及び、外側按の病巣は

何れも限界比較的不~llllfJ t;量産脈注呈する。 3 額補111

経腹*Hl胞共に肝|主化し，梓JIJ~細胞の出現も目立つo

*iA小血管壁細胞は!田大を示すも，脂肪頼粒細胞の

出現はなゐ詮明せられない。

小1商品東部フ・{ルキンエ細胞はえ;部分均質性

*iH胞礎化に陥り 2同特では殆んど全く枕落し，

紳粧腰細胞はプールキンエ細胞居に沿って繁殖す

ると共に分子屠の去居に向って禰変性繁殖の傾向

を示す。所々にプ{ルキンェ細胞に到するグリア

抱擁像をみる。

血管は何れも高度に披張充盈し，特に荊鑓nm
何時部軟膜血管に著しい。

iii) 完全壊死例 (Abb.11). 

満州例動物持披 313，251， 613の 3例に沿い

ては，不完全車列第2期病巣が脳髄約唆の主体を

なすが，他に不完全壊死第1期約集.に相首ずるも

の註びに高度の病巣にては，賞Z!，rmicTの別なく
示r~経組織内各要素は全く壊死j自失し，或は連続喪

失を来して完全軟化の組J織f裂を具えるものを有し

た。

浦掛|例動物持続 613，O， 2歳，籍死， 経過

7目。

格脳套には!iYtく凸商社ぴに内外側同上部に病
巣を認め，就中，前頭葉及び頭頂葉に沿いて嬬著

であるo 大部分の病巣は皮質金j蒼にわたって座を

占め，利t粧細胞の壊死脆落著しく，集内に沿いて

は，僅かにヘマトキシリン・エ太ジン草染色法に

ょうて，痩倒し，エオジンに均質に淡染する原形

質をもち，核の妻小i農aとするもの，或は崩壊に陥
るもの等少数を観察し狩るに過ぎない。病巣中心

部では血管及ぴ神経腹細胞も亦著しくその童文色減

じ壁細胞の服大を旦する少主主の*i8血管と一般に

種々なる核病坊を示すIjiJll経!厚相胞及び、附肋-頼粒細

胞を散在g[:に遺唆するのみで，限界官[鋭なi炎|明病

巣を形成する。前頭葉 1lil11唱団部の病巣中心部は

既にが]同組織との連続喪失を来し，不規則嚢胞Hえ

小室隙をなした。

約.1l1の外縁，印jち!主11尖肢で、は'1[111粧JJ翌*1Il胞泣
びにiÎ;lil lÍl l. ;~i;墜前11胞の mfi.)，:増敢著しく，所々に毛布II

lIll.管1!売生f袋をよ芯める。 その部にはまたJJ行JjJj!J!央粒細

胞も肝JI服件jに集接する。 1故脳脱r，勝fT性限界
l児に I官ううト子j甘長~ft.すには ， qかにカハ{ル・グリア
の繁航者:しく，胞休日;l¥N¥に繊細な突起多数を具え，

色白に乏しい淡lリJJJ包IU¥核を有するもの特に出現し

Pii"々にグリアラーゼンを形成し，また肥sH封Hl胞
を散見する (Abb.12)。頭頂葉に沿ける r'H~~事頂部病

巣はその:軟sm脱市i不規則頼粒欣に牧縮す診。
病巣の内総，gnち皮質深厨註び、に時には皮質

下髄買に3ないては，反随:屠の形成は表居部に劣る

も，脂肪頼粒細胞形成と共にカハー1レ・グリア位

びにオリゴデ、ンドロ・グリアも亦病授に参加する。

アンモンタ]にては絡枚，所前抵抗骨子部，ゾン

メル扇形帯.'及びアンモンタJ牽移行部に夫々 111/tln斤
小斑欣に錐休細胞の之血性経化位びに軽度の脆落

を示す所をみた。

問丘外側核に一致して大なる長十{'jlr¥l 1fj壊死

:U1，内側核にノj、斑)j大泉各 1111.1あり，共に II[rllず~*m胞

稀部を示し，神経昭和Il胞の繁荊及び車iA血管の肥大

像が認められ，前者にては脂肪頼粒細胞が少数。

肥昨型勝*ill胞をまじえて疎露に集談した。

小H&1に沿いては品軍部，錐体i楽部及び刀、葉の

主主Fnl容にて病巣に遭遇した。何れもプールキンヱ
細胞居を中心として民く分子居及び頼粒細胞庶に

またがり，一部髄放に波及する脂肪頼粒細胞集談

某あれ制ノj、血管の肥大士宮生も亦Jffんでるる。

上越各病mに一致してl明瞭な枕髄現象が誰明
された。

以上の他，皮質， Jli討作に沿いて病:1r1外にても

屡々 NISSL急性臆眼及び京協礎化f裂を目撃した。

なゐ病*近傍には軽度の問、巴球性血管性浸j問があ

る。脳1m及び脳12内血管は著しく充畳棋院し，軽
度の出血を1'1'うものをみた。

b. 応品:例

剖検君子枕28Qi， ~， i歳， 殺，杭過10日。

絡Jli員五i各実1!Z11に約五iが見られる。和II羊抗例
と軌をーにして(l!IliIに故も著しく， 111;1 々の FiI~(~に

ては頂部或は脚部に位置し稀に谷部に及ぶ。病m
は一般に去在性であり主として皮質第2，2i53居
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の 1f，~1経*11\胞が厨JIたに乏IDL'I"tJ帝国胞礎化に陥る。がJ乳

によっては~IIII粧*iII胞の浪死消火芳 L く，淡町j なwill

J 胞稀由民として認められるものもある。 ~W'Jの liÌ~1

経Jj琴細胞にも屡々核崩壊，核世i良当'とλ与を見るが，

一方病巣炎j奇)~左中，分一了-肢に沿いてはオルテ{ガ

.グリア註ぴにカハール・グリアが旺盛な繁久li.を

営む。前者はその板!毘人・闘M化L或は枠HJ::を!riし

原形質突起は不恰好に増存する。細小血管壁制胞

は腫大増主主する。

脂肪染色によっては，増容したオルテーガ・

グリアの原形ff突起内，抗び、に制ノj、血管外Imi立に

沿ける大喰球技細胞原形質内に少許のf姉mfl行!Jjj頼

主.i:iJ>'説明された。県IHIな脂肪頼粒細胞は病挺脱皮

の進んだ病iiiに稀に認められるに過ぎない。

髄材iキ烹オえにては，巣内に会ける切続税制I~脇村i

l主限界明瞭に不染淡nJjとなり，境界都では線車fI~走

行の乱れと不規則な断裂とが見られる。髄放線部

には苦境を認めない。

師他のm詰脊領域には，鑓性に陥った府11経細胞
が孤立散在性に親祭せられるに過ぎない。

軟iji詰脱及びm~，'t't内血管lま高度ーに充盈・百主張し，

所々 に新車、fl:t.!管'VlJf¥血をみる。

3. 中桓紳経系統における組織撃的

所見の概括

全検索例に主まける組織病穫を粍~括的にiliぺ前

官iiの記i肢をrrlJ遣する。
不完全壊死誕のうち栃初期病巣と見るべきも

のに沿いては，iM]粧品m胞の乏血此will胞鑓化が日立
ち，隠良性誼び、に中匹奨性組織は未だ2f;t予を保っ

ている。が1之， irilll粧隈細胞には屡々核堕i農染，核

濃縮或は核崩壊笥;に陥るものが認められる。従っ

て境'I"!:.ir11t粧品ill胞が巣欣に出現する部械は， NrSSL 

標本J~.，肉眼或は弱描鏡下にままいて，限界鮮明な

槌色控化巣として指摘し符る。との時期には髄鞘

及ぴ脂肪棋本によって，髄符iの傷害，脂肪性崩壊

を詮l1jjするととは殆んどない。かかる約束を有す

る m~例のうち 3 例(渦・洲例 4052， 259， 112)にて

は， iR;内に疎撃も羽斐性に好中球の遊走が見られた
(Abb. 1， 2， 3)・

グくで・よttHJ¥唆化部には，勝質中HJi葉性組織反底

の君主力11が認められる。 IL内にては車iII胞椛築{裂の障
問が苦しく， 1)lljl宗主主Hl胞はj実死枕落に陥り， *1II胞稀

ifJiとなり，泣捜するものは吃Zi'!的乏IDL't生前1¥胞鑓化
像を立し肥川は$11'然となる。泉川!縁部には乏血

性約1胞境化の他に，屡々均質此*iI1s包強化，念性睡
l民，及ぴJR1.!~'tt細胞挺化像を呈するものを混在す

る。乏血性制胞礎化K陥った神経細胞，立立び、に突

起のn;J[まjに認められた GuLGI網欣物質の破壊結
編 Inkrustation像は一般に経過4日以内の症例に

烏いて明瞭に観察された。

病Ji1内立主びにその]i.j護部にゐける車m血管にて

は，外脱細胞及び内皮細胞共に核路大， 1良H診とな

り，原形質も雨対Hの尖鋭性を犬い，屡々同形化し
た壁細胞の特に剥離遊走せんとする像をみる。ま

た各所に根分:;~!H!象，毛細血管新生i象が観察される。

従ってijj~1粧細胞の染色性の減退jう王脆落により淡

rljJとなった病巣ドHC沿いて，調り菜JIえに肥!字した

細血管網の ~l=，'J:つ場合が多い。

紳経昭細胞の鑓化としては，オルテーガ・グ

リアの築地投び、に脂肪穎ILl-京Hl胞形成がjえも著しく

;骸腕えし，突起をうたい，原形質製lnlとなり，遂に

).UE'~的脂肪頼粒細胞へと移行する各柿の陪釈を追

求するととが出来る。核分剖を皆むものも屡々見

られる。 fir~例によっては梓J!k細胞のl:H現の芳しき

ものがある。

脂肪標本についてみると，脂肪頼r"i:*iI1胞には
勿論多数の日!?肪滴を説明するが，出m小血管外脱細

胞は未だ壁着のままその原形質内にf般市iO脂肪頼杭

をj詣取し，オノレテ{ガ・グリアはなゐi良!形化せね

もの，或は将司k制胞に3ないてもその原形民突起内

に僅かの脂肪頼肢を捨うものがある。

カハール・グリアの繁績は，格Hlii去にむける

病巣就中1，lJZ.'J:'t分子厨にたいて最も著しい。核は

腫大し，色白繊細となり，淡明胞欣を呈するもの

多く，周縁に多数の織布Hな突起を具える。また)]l

々グリアラーゼンを形成し壊死粍度の進んだ病

巣にては所々に肥目下型となるものが1JJ見される。

示rll粧隠線維の増殖は少数例にたいて，限fT性限界

肢直下に軽度にとれを認めたに過ぎない。

オリゴデンドロ・グリアの嬰化は最も円立た

ない。一般に巣内に沿いて捕吏性に許t!:化ナるが
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;}官童文は特徴で・ある。然じ11局幹及びノj、fH1¥I:k:'fTに沿け

る的集では，屡々旺盛に繁汚![し，後者にてはプー

Jレキンエ細胞厨にてグリア抱擁像を止するものが

ある。

髄軒j及び:'1[1[1経紘枇標本にては，土地主担当Lに一

致して限界引ー鋭友不染淡Ilfj巣或は級制U~希薄巣を現

わす gpち NrSSL像に長ける忠iIl胞壊死と立立んで

示I~経緋維，髄鞘も亦健性，IDt落に陥るととを);日り得

る。

:!it例によっては神経質廷の壊死消失が組めて

軽微で・るるに反し，隈rt中)任実性組織の積極化が

著しく前j設で、あうて，弱損鏡下にてはmRk*lR胞澗
符部として現われ，一‘昆，士i17生機持のみが注目さ

れる場合もあるロ

完全壊死巣と認むべきものは， 制羊主t例 27

例中慌かに 3例にとれを見たに過ぎない。イ[lJれも

院Wsにわたる皮質の不完全壊死巣の時々中央にお
いて，小部坊に限られている。該部ではIMl控室町

と共に， ij[I[1粧昭和I.i椴及び、血管系も亦壊死消失に帥

するため， NISSL 像にたいては限界鮮明な， 1:炎染

無遺構病巣として現われる。吏にその一部にゐい

ては，)iiJ!封との連続喪失により不規則な嚢胞航空

隙を形成するものがるる。巣}?i]縁には市!日血管の肥

大増生，立主ぴに脂肪頼粒細胞の集銭を主礎化とす

る著しい組織反li1L¥居のi年j践が見られる。

中極示1[1経系統にゐける， m祇性病避の分ギljは
Tabelle 2.に示す通りで遣うる。

Tabelle 2. 
Lokalisation der凸rtJi巴humschriebe哩len

Veranderungen im Zentralnervensystem. 
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絡fHi.i套皮質は馬及び制羊の全検索例を通じて

的民を千IL，然もその約縫杭皮は他悦J或のそれに

よ七LてjfAf正:j度であった。病巣は!t球{!I市i:抗ぴに
内外1ntJ而の帰んど4千葉に分布し，稀だ梨子R)，葉，
外側l央線及び後頭葉区t田iに認められる。 f伽側匝同i々の1脳i尚奇

Iドい例川11川州il小l卜i¥牌I!{悌事では[川i口川}可市刑lド刊i!脚!

f枕立置するものカが~多い。 乙の場合好んで、fH~j講を挟ん

で封向する隣接!Ii¥i陣鮮1I部に主同柏句に!屯を!'iめる。

lii¥i!u事谷官官に約五Lをみるととは稀である (Abb.4)。

皮質に沿ける病巣はその民さ位ぴに形般に従

って，IJ、斑仇良，紘欣)j歪11li<居欣*及び、皮質金厨，

或は碕に皮質下髄買をも合む鹿部域にわたるもの

等を匝別するが，何れに1ないても皮質の表厨)'J王

中居，就中，第 3庶を中心として最も高度の越化

を示し，居Rk蹟撚の傾向を有するととが注目され

る。

[111特頂部に高度の!汚・!~tI耽落を有する症例のう

ち4例(湖洲例2638，2610， 2491， 613)では，該部

軟ijj羽児両は不規則に収縮し，一見大脳皮質頼粒萎

純を想起せしめた。その部は高度の貰22傷容によ
り皮質は耐を減じ，カハ ~Jレ・グリアの繁荷例年に

著しく，軟脳肢は級制i冴・細胞に市み僅かに肥!早を

示すものもみられた。

アンモン角にmRk!{!プi与皆、を認め得たものは制

羊症例27例中 18例である。何れに沿いても錐体

制i胞惜のijll!1粧品i!l胞の民枇脱落を主鑓化とする。と

の場合ゾンメル扇形帯に縫化の設現政も高度で，

18例中 17{91jにとれをみ，共で-ftE紋部に 13例，所
詔抵抗帯部に 9例に沿いて観察された。勿論礎化

の出i度f主主主例では上記各部の錐体制胞は一枝に壊

死泊うたし，或は抵抗帯部のみを残して他部に京協

な様化を認めるととがj民々ある。幽欣筋Hiには 6

例に必いて柁fして軽微な11[1!1経細胞の縫性及び枕落

を観察しれ}たに過ぎない。ゑj;;-:l41Rk~t再'45濯を千{し

ないfff二例にたいても，錐体主i!l胞には狐立散布子l士に

乏血性，或は均nn指叩包鑓化に陥るものが見られ
る。

小m立の病巣は主jj: らノj、実，ノj、結節，品Jlî~，小舌，

小fH易宿桃苛';，午球底而のli中I!i単位ぴに髄休に接する

主:ff;休，山腹せ;のi楽部[1I1~ù専に比られる。然もその際

プールキンヱ細胞腎を中心として皮質に主手I~ずる

を特徴とする。 明瞭な21ぷ説、は 11例に沿いてと
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れを認めたが， うち 4例の病巣は分子!奔及び頼粒:

細胞}訴にも及ぴ，脂肪性崩壊も亦尚度である。プ

~}レキンエ細胞は均質比*Hl胞嬰化像を呈じ，示lþ経

腹細胞はプ{ルキンエ制胞j斉に沿って!受j{}¥に繁植

し，屡々グリア抱擁像を現わす。また該肝より分

子厨衣!持に向って1・fik調珪性の繁植を示すものも
あるが，定型的なグリアiW~木設の形成は認められ

ない。病礎部皮質，就中，分子j斉はその幅を減じ

時にノト英萎縮像を呈するものをみた。

脳幹にては硯丘内側及び外側核， r羽丘休，内

膝肢体が限局性高広務の好護部位としてき昼げられる

が，荊挫の出現頻度主主ぴにその程度共に土地各領

域に比して著しく劣る。病巣は一般に不iEln1形斑

献を呈し，示1[1経細胞には乏血性細胞礎化の他に，

均貫性高ill胞姪化，王立1!o仕様化及びj訟t't睡眠像を呈

するものを混じ，既に脆落に島'!r~するものも可なり

あるが，栴[1粧昭和H胞の繁植が概して旺盛であるた

め，巣限界は一般に明瞭を~'J~く。

脳橋，延結，脊踏に東:Rk性的ー抵、の認められた

ものは全くない。

手くにさを検索例に共通的に認められた様化とし

て特記すべきは循環時時である。軟Oi品目見;及び1izrz
内血管，特に11骨j恢は血液を以てffii度に充盤強張す

る。就中，約礎部大!日Iifiil~iギに接する軟1Ji~ín_見g-frH，反に

著しい。出血は桧京例の約午敢に沿いて，軟ijf~1 1J5'~

下位ぴに)j品質内の主として充盈を示す車iII血管)，Ii][立l

性に程度のものを認めた。血管系統に到しでは特

に制心に視察したが，前jA;の女f1き約:l.i1内に沿ける

*iHノj、血管型車iil胞の反!配["1:柄数と認むべきものを除

けば，炎症，血栓形成その他，循環向:時の原i羽と

忠われる器質的経化は全く見/1¥されなかった。

制羊症例中 11例には， 病巣該岱部軟iji奇股立主

ぴに病*内或はその近傍にゐけるノj、口 lSf~静脈ウイ

ルヒヨー・ロパン氏陛内に， 1， 2}常に疎に，或は

横断血管のー側牲に，少数のHt巳球或は稀に好中
球をi見守る軽微な前H胞tti民i悶が観察された。

グ〈に応i約鑓と疾病杭過との闘述に闘Lては，

jj白にもた!l;べたように， 111，1々の列二例が犬々 的経科)立

を異にする幾つかの約誌を併有するために，般討

にそれを求めるととは困難であるG 然し一般に経

過3日以内の症例にては，不完全壊死巣中比較的

新鮮なもののみを有し，経過4日以上に及べば崩

壊，清帰過程の進んだ限局mを具える傾向が窺わ
れた。 但し経過 12日の 2症例(ii1li祈l仰U231， 306) 

に沿いては組織傷害が主として経由ii套の小部域に

限局し，その税度も極めて軽微で、あった。 I

百考 按

研究成訟の記載によってUJjかなように，籾i羊

及び馬の症例を通じ全検索例にせ;しく認められ

た特徴的な臨床症欣，並びに草稿な疾病経過を説

明し得ぺき本態的管化は，釘:常脳髄の*Il.織接的検

索によってのみ誰明せられた。

その!Ii~\槌病境の主体をなし，且つ杢例に共通

的に翻察された所見は，経際i套，小脳及び脳幹領

域に主坐する巣j{}¥性壊死性皆、化である。

細i羊lli~例中 11 例に沿いて， 主として壊死性

的集詑びにその近傍組織に軽度な血管性浸潤をみ

たが，その杭度は康範にわたる利1軽率，Il織の壊死性

礎化に比すれば，著しく較微であって， jZt:激且つ

Jfi:J.f&な脂質賃の崩壊に随作された症候性炎性鑓化

と所ーするを安官?とするのであろう。

それ故，私共はとれサ，;1î'1~例を脳軟化症なる診

断名のドに総括記載した次第で、ある。

拐lて，私共は検長~{例の)J尚髄に認めた壊死性限

同混と， 結言にひIiIJしたところの VasalerTypus 

SPIEI，MEVERSに属する各杭疾忠の夫との聞に，多

くの共通賠を見出す。この場合，特に杢抗例に例

外なしに視察された乏血性細胞鑓化，主主びに屡々

同時に認められた均貸[:'1:細胞挺イ~とそ，との極限

局巣の護生機{liIl:flfI論に宣言Jして有力な棋擦を提供す
るものである。

gpち，前存-は SPIELMEVER及びその皐抵の研

究により，血行Jt.jt1i干に基く局所性説匝l壊死の標徴

とされ，更にその後多くの研究者によって，脳髄

にたける特殊限局巣の血管因ri1性設の車IL散J接的表
現と見倣されるに到ったものである。均質性細胞

礎化も亦 SPIEI，MEVER27)によりチフス)ゲス浮腫

勺;のt1、!日iiフ。{ルキンェ市i!l胞に就て最初に記¥1売され

その後 HUSLEIミundSl'ATZはul二!日系下:ミ単忠9t!.の

大脳l主1"1"， h'JA欣休，アンモン角等にとれをみ，更

に NEUBURGER，SCHOLZ， J;lODECHTEL2S)，四時
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主主により夫々空気栓2&，百日I安， !顕痢， VυGT氏

病，経死，疫痢等に沿いてもその出現が観察され，

とれ叉，局所性循環障問に基く íjirl味~~*1Il胞鑓化像，

gpち乏由J性市is胞質化の}抵当りう至その前階税として

四併せられるに到った。

更に脳髄K.:1なける限局単はその形態，配列及

び誠燃のt{k態に沿いても，上主s各種族忠の夫と軌

をーにする。特κ絡)Jf員套皮質の病鐙に就ては，
HILLER， MEYER， GRINKERの記載するー酸化決

議中毒症， ST}叫 USSLERund KOSKiNAS1りの腕時

性蹴呆患者!Ji誌に会ける皮質のJJif性荒肢， SCHOLZ， 

BODECHTELの臨i痢脳皮質の小限局巣，モルヒウ
ム中毒症にゐける WEIMANNの記載 NEUBU-

RG田町 SPlELMEYEJ刊 PENlSCHEW叫 BRIN-

KMAN:r:.;9)噌;の報やる脳動脈硬化症に沿ける皮質の

限局性新鮮巣，その他和気によって越べられてい

る各種伴染性誌ぴに中毒性疾患に沿ける血管I~由

性限局巣に多くの類似性を見出すととが出来る。

なゐ皮質の病援に闘連して，私共はliJ同皐頂部に高

度の骨l手肱落を有する症例に沿いて， 一見 PEN-

TSCHEWの謂う Granul五reRindenatrophieを想起

せしむる謎化を観察したが，とれは寧ろ古川29)の

民義の頼粒萎縮に届せしむるを安首とするように

思われる。

制羊症例に沿いてはアンモン角及び、ノj、!日当皮質

に夫々 66.6%，40.7%の両容に限局巣を認めたが

上越各種疾患にでも属々病巣好護部位とされると

とろである。 SPIELMEYERは廊!I1liに3ないて， }戸j所

性鑓化としてのドWß'~域の鑓化を特に1W闘して精細

主主研究を遂げ，その成i主!が機能性血行障碍にある
ととをiリ1かにした。 QPち氏はi踊i闘にゐける症撃昼
積と閥係して，アンモン角及び川、脳皮質には検索

例の約 80% に民W\ìj1~1経細胞礎性， 肱落及びifr111経

腹細胞の反[tf}.{性控化が認められるが，とれは血管

運動神経の刺戟による血管掌紛を琵生機iliJJとする

ものであり， との場合特に品川立~J率的にアンモン

角と小si1iI之12に病巣の設現するのは，とれ等部;域

の血管分千jjRJ\ !L~の不利なととによるものであると

した。 内村3叫0的)，:)日1) は|附真4柑I~古部品 i坊城法或;の血色管;1'村柿桃i』品持l1tit4卦当築Eの4判』在l'Ij;刻殊kオ杷.↑f性1"

かにして該;i)t i乙~に椛賞な根擦を興えたのであ

る。

手11試等32)は血管国Fh性鑓化の形態接的標識と
して， 1) 賄i粒jlk又は北設性1lí~1萎縮 2)不規則元主斑

W(lj1111経車1Il胞!日t溶 3) 似業献又はキ~~RkjJiIII粧品!日胞脱落

4)特殊'1"1;'j¥l11粧品1Il胞縫性として乏血性主主ぴに同氏化

性Ij1111経細胞挺化を単げている。上にlliべるととろ

によってIlJjかなように，私共の検索例はとれ等各

S!1に蹴ね一致する質化宣J{.えている。但し何れも

新鮮明例に屈するために，人類脳に沿いて属々視

察される鑓{rの総てを査しでは公らない。

1!!に私共の白験例に4ないで，軟'H詰脱挫ぴに11尚

質内血管，就中，病境部大脳i円I~[!!j.に接ずる軟脳脱

静脈に持{列~，高度の充血の存在したととは，病授

の循環障問~n護生機'1Imの推論に封して一つの支持

を興えている。而してその際，限局巣内にゐいて

~lfjかに反陪\'t生誕化と認むべき車1Ilノj、血管の肥大増生

を見たととを除けば血管壁位びに血管腔内には何

等の器質的鑓化をも誰明し得なかったのでめる。

従って全検索例の脳1遣に認められたJ¥tAA'1主壊
死性病援は，病理成図的に正しく機能・i白血行障碍

の基礎に立つものとしてJW.1鮮される。

家蓄に4沿いて11出踏に認められる特殊限局巣を

町jかに機能't行障碍に由来すると考察した報告

は，後lliの如く WOLFand PAPPENHEIMER33)の

-ñ~f~があるのみである o tJ.干:~V3鑓質的に私共0 自

験例と幾分なりとも類似性を有する主主制の報骨をと

引JIjし，併せて本的の!京国に闘して;}6'按を試みた

ν、。

PAPPENHEIMER and GOETTSCn34)は雛につ

いてビタミン E快乏試験を行い，運動失調， !長顔，

副部捻脚，肢のIHJ代性症撃及び昏睡等を旦するも

のを認め，約出1¥接的検索によって，腕特に小IJillに

水陸， 1主死及び出血よりなる限局巣を観察した。

而して，その限局巣の約上'H成凶として， 1V3*内外

に見られる毛細血管の附子核血栓に京大立義を興

えた。その後 WOLYand PAl'l'ENHETMElZはJ1!~乙

同一I試験による抗i:忠雛多敢につき， Ij耐川榊lJiI川州iI川沖11中11車給経3主幻到:汐訪ヲ南約l内託Mμi型羽'1叫|

串的検主京!{ミを遂げ，その病巣は，曾て S1叫 ';LMEYElえ

が蹄HriHに 3ないて翻察 L1<ζII'- Jt日ノj 、m~i病巣と紙、ての則i

でー・致するととを認め，的JlJl殻生的に機能性血行

(f~J~叫に基I疋|するものであるとした。

とれに類似する症例の設生は， その後 KEE-
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NAN， KLINE， ELVEHJEM， HART and HALPIN35) 

及び ELVEHJEM，PHILLIPS and HART36)により，

夫々ピクミン B~ ~決乏食餌を以って雛を飼育する

ととにより経験されたが， とれ等の報告には病理

組織接的所見の記述は保留されている。

SEIFRJ日)37)は雛及び成鶏の賓験的ビタミンA

扶乏症に闘して，高率に意識防:碍，失明，運動失

調，症翠及びJ定期を呈するととを報じ，病盟組織
接的に皮質運動領域，歯祇核，延髄，稀にプ戸Jレ

キンヱ前H胞，脊髄f~ìjifJ紳粧品ìH胞に逆行性，主主びに

NISSL草稿鑓イヒ像に類する退行性礎化を認め，脳，

脊髄及び、;fこ梢ílÎf ll絞(空I~'丹， J~.n専及び耐ílÎlll粧)に，概

して散在性の随材j鑓化を観察Lた。

以上の他，動物の寅験的ビタミン{~~~乏症に闘

する報告は極めて多いが， lJIlll経系統の鑓ftに闘し
ては， ZIMMERMAj'¥3s>， ZIMMERMAN and BURACK 

3U)， WINTROBE， MrrCHELL and KOLB40)の報常に

見られるように，何れも主として脊髄後楽，特に

GOlふ氏京及0:'末桁~Îlll経の髄I/i'(I境性を認めている

のみであって，腕髄の境化は殆んど問題とされて

ゐらない。

自然強生ピタミン~:Jと乏症と Lて興味深いもの

は， BENDINGER und RSHANlTZrNA41)及び、 PALl.-

ASKE42)による制羊に闘する報背である。 IjG1干の報

告例にては，通常成羊及び妊ÞJs{~.戸が抗n忠し，臨床

的に運動犬調，食慾喪犬，腕時，後り反張者;を:主

徴として経過し致命率 100%にj主する。約四解

剖接的には肝臓のJl行肪控性，各臓器の管血等が見

られるが，中枢~ÎIII経系統にては単に炎性秘化が否

定されているのみである。 PALLASKEは前者の報

告例と同一疾患と思われる 1制羊蛙死例を検索し

脳に主まいて延髄，中Uiij，ili児lI:，線航休に主坐する

限局性主主性立1Lび、に清帰過程とを認め，脳軟化症な

る病理組織撃的診断を興えた。而 LてÍ'/~者共，夫

々の報告仰j を貰験的ピグミン~:Jと乏症との類似性，

酵母の治療効果等からビタミンBsv(乏症と推論し

ている。

更に制下の去J!WJ5乙臣、とじては Sway-back(~‘ Sw噌

ing-back"，“Swingle-b~ck" ， "Jink-b日ck")が44まげら

れる。とれは初生三Y:，幼若仔平にたいて通常後肢
の産量割生臨時，運動犬調，夫Iり1等を主徴として経

過する病である。 INNES43)，44)の精細な病理撃的研

究によれば，控イヒは殆んど中枢神経系統に限局じ

てたり，特徴的病縫はノj、限局巣から今球の完全な

髄鞘脆落に至る，積々なる程度のn~j~lítの摘草性

封稲的鑓性であり，且つ運動経路の 2;;1，く性鑓性が

常に見られる。而してとの病の起元は常に子宮内

に沿いて護するものであるという。

BENNE'ns and CUAPMAN45)は，さきに INNES

により Sway-back類似の疾患とされた仔羊の地方

病性失調症 Enzooticataxiaは，妊娠羊に銅を投興

するととにより珠防し得るととを干絞めた。その後

Sway-backに到する銅の議防効果は更に DUNLOP

and WELLS46)及び DUNLOI'， INNES， SHEARER 

and WELLS 47)の康範た野外賓験によっても確認せ

られた。

号たにおの症例に闘しては，脳髄に見出された

特殊限局良と，諸内臓器検索によって碓められた

惇染性貧血との閥係がー!忠顧慮せられなければな

らない。何んと友れば最近著者Aft;4S)によって，体

染性貧血馬脳脊髄に沿いて 138例中 14例には，

神経組織のJiH1J¥性秘性乃至軟化の存在するととが
確認されたからである。然し乍ら俸染性貧血に烏

ける病*は，血管壁メセンヒームの増殖を一次性

礎化とすると1J察されるものであって，かかる場

合には同時に，全日i話脊髄に殆んど禰蔓性に多かれ

少なかれ著しい血管l?iH剖細胞増設が詮l切されるの
でるる。従ってi~~者の1mには，組織接的に確然た

る一線が主1)されるととは蹄賞でるって，惇封[羽生貧

血の基礎病としての意義は認め難いロ

私共の知る限りに主泣いては，民の類似疾患と

して米岡に必いて報背された Moldycorn poisoni旬

ng (“Cornstalk disease" ，“Leukoencephalitis" ， 

“Acute hemorrhagic encephalitis")が奉げられるよ

との病は護徴玉鵠黍を探食するととにより惹起さ

れると言われるが，精細i友病理組織撃的研究は見

られない。 SCHWARTE，BmSTE.R and MUIU~AY め

によると，的竣は主として大脳牛球白質に限局す

るととろの液化壊死， 7K脆及び出血である。市じ

てその大部分は，既に肉H民的に指摘し得る粗大な

軟化込を示すものであるといわれるから，ことに

謂う血管l'Qrll性以同巣とは嘗;然別扱いさるべきも
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ののようである。

主主沿，わが閤の研究者により精市lIIa研究が読
まれた細羊50) ， 51)及びIsmJB3J，刊のセクリアfú~ (所前

腰腕l邸前)に沿いても， 時に本症類似の病巣を共

えるととが経験されているが，との場合には!京護

性病鑓として，一定部域に限同性に器械的凶子に

基くと考えられる京地，空洞形成，出血主主が多く

の症例に沿いて肢に肉fI誌を以て認め得られる。叉

その組織I象にゐける本報告イタ;IJとの差異に至つては

ととに儲古左妥しないであろう。

更に故近，主としてアメリカ製祇町，(6)，57)によ

って猿，家兎，モルモット噌;にゐける賞験結果よ

り，肱髄性的z誕が脳アレルギ戸の特有な組織撃的

表現であると見倣されるに到った。然しとの場合

には，それが肱髄性脳炎と呼ばれるように，一次

性越化として国管性市Hl胞泣i問，神経!J翠細胞の控化

等が同時に認められるとされている。従って本報

告例とは組織像にたいて本質的に異なるものでる

る。た主ま私共の検索例はアレルギーの臨i慮乞要す

が如き何等のO!:H:係を有していない。

以上私共は臨床所見位ぴに病控15-的に多少共
類似・I~Uとイ{する報告例の引例を試みたが，夫々の

護生Rた況， 1同々帥京市日純要素の控化，的経の量的

分布等の制日に五つては PAPl'ENHETMER等及

び WOLF等の栄養性脳軟化症を除けば，著しい

懸隔が存在する。その病因としてはビタミン或は

微量元素たる銅の快乏，或る租:の毒性Itlf等が事

げられているが，今日の)，11見を以てすれば，とれ

等の推論が必やしも1守捷に世;るものとはJ目、われな

い。例えばビタミン快乏症に就ては賓験的症例は

普く措くとしても， BENDINGER等及び PALLAS-

KEの自然E芝生例は， それをビタミン快乏症と断

じた根披に，な会幾多論議の徐地が浅されている

ように思われる。 Sway-backにしてもその原lWを

単に銅昧之に帥するととは今日満足すべき説明と

はなっていないようでるる (INNE湾問))。

翻って著者等の自験例は，厩舎街生，飼料等

に儲]する調布に沿いてiiVとくるととろが多いため，

病問問題に闘して貢献するととろが起だ少ないの

であるが， fiijQkの二硫化決素，インシュリン， i!?

酸及び一酸化炭素等による寅験的住撃!Jl誌に闘する

一連の研究，並びに家畜にjなける類似症例の報告

に手掛りをぶむる限りに4ないては，約凶とじて中

毒症，和夫乏約55がー肱考慮せらるべきもののよう

に足、われる。

V総指

t組織病理強生的にl引かに機能性血行障碍の基

礎に立つものと解される脳軟化症， 組i芋， 27例及

び同 1例に防]して病理組織接的研究を行った。従

来，獣皆文献に1ないてはとの種の症例報告は極め

て乏しいので，紙幅の許す限りHi詩的援を詳細に記

ヰ売した。

その成績は次の如く総括される。

1) 脳以外の諸内臓器には，水症の重誌にして

特徴るる臨床症:!Ikを説明し得べき鑓化は見出され

たい。

純i羊にJないては尚頻度に肝臓のj脂肪沈着， Fj

腸のカタール性強化，ネフロ戸ゼ及び質賃臓器の

管血を認め，院にては博染性貧血性諸鑓化がぽIf認

された。

2) siai脊髄の肉fI民的観察によっては特殊病巣を

認め得ない。軟Hil1朕血管の許可度の充畳を杢例にみ
た他，日の出'I~例に沿いて Druckwulst DEXLERSの

形成を観察しq'J.1<ζのみで‘ある。
3) 時I仲:;if，111経系統の組織接的検索によって，全

検来例に特徴dうるililll粧組織の染状性感托のイ/-tEを

認めた。該限同前11は槌色鑓化より完全壊死(軟化)

に主る郁々なる杭度のものであるが，完全壊死巣

と見るべきものは制羊症例中 3例に必いて，IJ、部

坊にとれを認め得たのみであって，他は総て不完

全壊死に屈するもので・るった。組織傷与さに封する

腹立中)]壬葉tl:反l也の桂皮も亦，j;ffi.めて多様である。

4) 中恒if，申告31系統伝ゐける限同県の分布は Ta-

belle 2.に示した通りでるる。

経m詰套にては凸i凶にたける脳同ilit!f.1頁及び脚部

の皮貨を主主I~制域とし， 1主11火与すjう五巾砕に沿い
てノj、斑欣，キ~ÆMk或は{院尉欣;Iilll車主主iIl胞 Ijjt落を示すも

の多く，アンモンf(Jにてはゾンメル扇形11ーによ凶史
的女子設し7ζ。

Jli\iì~~~ に jないては，主としてj此l王内 jt!lj ".tえぴ外側

板，凶上主体，内膝:!Ik休に斑fL!¥巣を認め，IJ、!Jliiの約
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巣は大部分，底面皮質に位置しプールキンェ細胞

!蒼を中心として護建した。

脳橋，延髄及び脊髄には病Jliをと見ない。

5) 側々の症例は病務程度を異にする多数の病

巣を併有するを常とするため，脳病鐸と臨床的経

過との間に厳待f1J.閥主主を求むる事は困難で、ある。

6) 巣欣性;壊死性病挺は*内に認められる側々

紳経札機要素の饗化，病巣自己の形態，蹟燃の欣

態， r'1居部位等より病四費生的に局所性機能tln'n.

行障碍によるものと考えられる。

それは人類脳にjないて VasalerTypus SPIEL-

MEYERSに属するとされる各種の痘撃性民忠，体

染性及び、中毒性疾患註ぴに各種の賓験的主主撃脳に

:i>-ける脳髄内循環基因性限局巣と軌をとーにするも

のでるる。

7) 馬の症例に会ける脳病抵は体染性貧血と直

接的な間連のないものと考察された。

8) 本症の原因はな沿不明で・ある。然し各種の

~筆者による動物質験成績，家畜に沿ける類似症

例に闘する報告の検討によって中毒，栄養快乏等

がー!ι考慮せらるべきもののように忠われる。
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Resume 

ln der Human司Neuropathologiewurden die Kenntnisse in dcn vasalbedingten ortlich-umschriebenen 

Veranderungen， dic durch lokale funktionelle Kreislaufstorung hcrvorgerufen werden， nach uen systema-
tischen Arbeiten Spielmeycrs und seincr Schule in weiterem Umfang sehr vertieft und envcitert， so dass 
wir mit einiger Vorsicht annehmen konnen， dass die Pathologie der versehiedenen Nervenkrankheiten 
hauptsachlich mit zirkulatorisch bedingten Gehirnschadigungen beinah vollstandig aufgeklart worden sej. 

1m Gegensatz dazu begegnen wir in unsercr Tierneuropathologie kaum einem Bericht巴 uberNerve-

nerkrankungen， deren Pathogenese man durch funktionelle Kreislaufstorung zu erkl託renversuchte， abge-
sehen von einem Bericht von Wolf und Pappenheimer uber die Ern託hrungsencephalomalaciabei experi司

menteller E-Avitaminose der Kucken. 

Unsere Arbcit umfasst die Befunde von histologiscl】enUntersuchungen an Gehirnen von 27 Schaf-

individuen und einem Pferde， in denen herdformige Veranderungen festgestellt wurden， die anscheinend 
auf funk;.tionelle Kreislaufstδrung zuruckgef量hrtwerden durfen. 

Die Einzelheiten der Materialien sind von der b巴igefugtenTabelle 1 ersichtlich. 

Die Ergebnisse unserer Untersuchung konnen kurz wie folgend zusammengefasst werden. 

1) In den wichtigen Organen der Eingeweide wurden keine besonderen Veranderung巴nfestgeste[¥t， 
welche dem typischen und schwcren Symptom dieser Erkrankung entsprecher】・

Bei Schafen wurden Fett句Infi1trationder Leber， katarrhalische Ver五nderungder Verdauungsorgane， 
Nephrose und. Stauung an den parenchymatosen Organen verhaltnismassig oft festgestellt， wahrcnd bei 
dem Pferd die bei infektio3en an託mischenPferden allgemeinen Veranderungen b巴obachtetwerden konnten. 

2) Bei den makroskopischen Untersuchungen am zentralen Nervensysteme wurde keine eigentumlich巴

herdfδrmige Vcr五nderungfestgestellt， abgesehen davon， dass bei allen untersuchten }'al1en Kongestion an 
den Pialgefassen beobachtet wurde. Ausserdem wurde beim Pferd ein Gebilde，五hnlichwie der Druck-

wulst Dexlers， am Occipitallappen festgestellt. 
3) Histologisch wurden bei allen untersuchten F五llenherdformige Parenchymsd adigungen festgestellt， 

die verschiedene Intensitaten der Schadigung von der Erbleichung Spielmcyers bis zur vollkommenen 

Nekrose (=Erweichung 
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festzusteIlen， da' der Einzelfal1 gewohnlich mehrere Herden besitzt， die vcrschiedene Intensitat der Sch五d-
igungen aufweisen. 

8) Dcr histologischc Befund von dcr ischamischen und homogenisierenden Zellcrkrankung Spielmeyers， 
sowie Form， Ausbreitung und Lokalisation der einzelnen Herde beweisen， dass die ortlich umschriebene 
Veranderung pathogenetisch auf lokale funktionelle Krcislaufstorung zuruckzufuhren ist. Dahcr kann dies 

mit dcn krampfhaften Erkrankungen， sowie mit den nerv品senErkrankungen infektioser oder toxischcr 
Herkunft in dcr Humanmedizin， welche dcm vasalen Typus Spielmeyers angehoren， und auch mit dcn 
zirkulatorisch bedingten Veranderungen an vcrschiedenen experimentellen Krampftieren gleichgcstel1t wer-
den. 

9) Die Gehirnver五nderungin dem Pferdefal1 wurde aufgefasst， keinen Zusammenhang mit der an-
steckenden Blutarmut zu besitzcn. 

10) Die λtiologie dies巴rErkrankung ist bis jetzt nicht aufgekl五rt. Jedoch durch Vergleichung mit 

den Berichten uber Resultate von Versuchen an Versuchstiere durch verschiedene Krampfgift巴 unduber 

ahnliche Falle von Haustieren durfen die Intoxikation und die Mangelkrankheit als Grund巴 dieserErk-

rankung in Erw託gunggezogen werden. 

Erkl蕊rungder Abbildungen. 

TafcI 1. 

Abb. 1. Tier-Nr. 4052. Nissl-Farbung. Zeiss 3 x 10 (16 cm). 

Gyrus prae巴entralis. Fle巴kf凸rmigerErblei巴hungsherd(n) in der mittleren Rindenschicht. 
(Erstes Stadium der unvollkommenen Nekrose). 
Abb. 2. Tier-Nr. 259. Nissl-Farbung. Zeiss 3 x 10 (16 cm). 
Gyrus frontalis superior. Ausgedehnter Erbleichungsherd (n) in der ganzen Rindenschicht. 
tErstes Stadium der unvolIkommenen Nekrose). 

Abb. 3. Tier-Nr. 4052. Nissl-Farbung. Zeiss 3 X 90 (40 cm). 

Ischamische Zellerkrankung und Leukozytenemigration im Erbleichungsherd aus der Abb. 1 bei starker 
Vergrosserung. 
Abb. 4. Tier-Nr. 293. Nissl・Farbung. Zeiss 3 X 10 (16 cm). 
Lobus 0巴cipitalis. Zwei symmetrisch Iiegende bandformige nekrotisc:he Herde (n) in den anIiegenden 
Windungsschenkel.瓦ussereZone des Herdes zeigt ziemIich lebhafte glios-mesodermale Abraumreak-
tion (mA). 
(Zweites Stadium der unvollkommenen Nekrose). 

Tafcl II. 

Abb. 5. Tier-Nr. 246. Nissl-Farbung. Zeiss 3 x 10 (包5cm).
Lobus oc巴ipitaIis.Ausgedehnter nekrotisc:her Herd mit lebhafter gIios-mesodermaler Abraumreaktion(n}. 
GegenuberIiegende Windung (Rechtseitig) zeigt fas七normalesAussehen. 

(Zweites Stadium der unvoIlkommenen Nekrose). 
Abb. 6. Tier-Nr. 562. Nissl-Farbung. Zeiss 3 X 10 (16 cm). 
Gyrus praecentralis. Ausgedehnter nekrotis巴herHerd， der si巴huber die ganze Rindens巴hbhterstreckt. 
Zentrum (n) er5巴heintfast voIIig nekrotisch. Aussere Zone zeigt hωhst lebhafte gIios-mesodermale Ab-
raumreaktion (rnA). 
(Zweites Stadiurn der unvoIlkommenen Nekrose). 
Abb. 7. Tier-Nr. 526. NissI-Farbung. Zeiss 3 X 20 (50 cm). 
Lobus frontalis. Kraftige Hortega gIiaproIiferation im nekrotischen Herd. 
Abb. 8. Tier-Nr. 562. Herxheimers巴heS巴harlachfarbung. Zeiss 3 x 10 (25 cm}. 
Lobu日frontalis. Ansammlung von Fettkornchenzellen (dunkeler Punkt) im mekrotischen Herd (n}. 

TafeI I11. 

Abb. 9. Tier-Nr. 293. Spielmeyers巴heMarkscheidenfarbung. Zeiss 3 X 10 (16 cm). 
Windungskuppe im Lobus fronlaIis. Entmarkungsherd (n) in den Markstrahlen. 
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Abb. 10. Tier-Nr. 562. Spielmeyerscbe Markscbeidenfarbung. Etwa dreimaIige Vergrosserung. 
FrontaIscbnitt in der H凸bedes Striatums. Scharf begrenzte Entmarkungsberde (n)， die sicb uber die 
Rinde und die Markstrahlen erstrecken. 
Abb. 11. Tier-Nr. 313. NissI-Farbudg. Zeiss 3 X ]0 (16 cm). 

Gyrus praecentralis 
VoIlkommener N ekroseberd (Erweicbung) (x -x). mA zeigt die Abraumreaktion in der oberen Rinden-
scbicht der nacbstlie6"enden Windung. 
Abb. 12. Tier-Nr. 3] 3. NissI-Farbung. Zeis沼 3X 90 (25 cm). 
Lobus parietaIis. CajaI gIiaproliferation in der Molekularschicbt. Einige gemaste七eGliazeIlen sind im 
Feld zu seben. 
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